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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクチュエータを有するカメラアクセサリに設けられたアクセサリ側マウントが取り外
し可能に結合されるカメラ側マウントを有し当該結合されたカメラアクセサリと通信する
ことが可能なカメラであって、
　前記カメラ側マウントは、複数のカメラ側バヨネット爪を有し、該複数のカメラ側バヨ
ネット爪の間に前記アクセサリ側マウントに設けられたアクセサリ側バヨネット爪が挿入
された第１の状態から前記アクセサリ側マウントと相対回転されることにより、前記カメ
ラ側バヨネット爪と前記アクセサリ側バヨネット爪とが係合して前記アクセサリ側マウン
トとの結合を完了する第２の状態となり、
　前記アクセサリ側マウントに設けられたアクセサリ側接点保持部は、前記アクセサリ側
およびカメラ側マウントの相対回転方向に配置された第１、第２、第３のアクセサリ側接
点面を保持し、
　前記カメラ側マウントに設けられたカメラ側接点保持部は、前記相対回転方向に配置さ
れた第１、第２、第３のカメラ側接点ピンを突出引込み方向に移動可能に保持し、
　前記第２の状態において、前記第１、第２、第３のカメラ側接点ピンと前記第１、第２
、第３のアクセサリ側接点面とがそれぞれ接触することで該カメラと前記カメラアクセサ
リとが電気的に接続されるようになっており、
　前記第１の状態から前記第２の状態に移行する際に、前記第３のカメラ側接点ピンが前
記第１のアクセサリ側接点面、前記第２のアクセサリ側接点面に接触し、前記第２のカメ
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ラ側接点ピンが前記第１のアクセサリ側接点面に接触し、さらに、前記第１のカメラ側接
点ピンが前記第２、第３のアクセサリ側接点面に接触しないよう前記第１、第２、第３の
カメラ側接点ピンが配され、
　前記第１のカメラ側接点ピンはカメラアクセサリの結合に伴う信号の変化の検出に対応
するピンであり、前記第２のカメラ側接点ピンは結合されたカメラアクセサリとの通信電
力の供給に対応するピンであり、前記第３のカメラ側接点ピンは前記カメラアクセサリが
有するアクチュエータへの駆動力の供給に対応するピンであることを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　前記カメラ側マウントには、前記第３のカメラ側接点ピンを挟んで前記第２のカメラ側
接点ピンと反対側に第４のカメラ側接点ピンを配し、当該第４のカメラ側接点ピンは前記
第３のカメラ側接点ピンと対応して接地するピンであることを特徴とする請求項１に記載
のカメラ。
【請求項３】
　前記第３のカメラ側接点ピンを挟んで前記第２のカメラ側接点ピンと反対側に第５のカ
メラ側接点ピンを配するとともに、前記第５のカメラ側接点ピンを挟んで前記第３のピン
と反対側に第６のカメラ側接点ピンを配し、当該第５のカメラ側接点ピンは結合されたカ
メラアクセサリとの通信に対応するピンであり、前記第６のカメラ側接点ピンは前記第２
のカメラ側接点ピンと対応して接地するピンであることを特徴とする請求項１または２に
記載のカメラ。
【請求項４】
　前記第６のカメラ側接点ピンを挟んで前記第５のカメラ側接点ピンと反対側に第７のカ
メラ側接点ピンがあり、当該第７のカメラ側接点ピンは結合されたカメラアクセサリの種
別の判断に対応するピンであることを特徴とする請求項３に記載のカメラ。
【請求項５】
　前記カメラ側マウントに設けられたカメラ側接点保持部は、前記相対回転方向に配置さ
れた第１、第２、第３のカメラ側接点ピンを突出引込み方向に移動可能に保持することを
特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のカメラ。
【請求項６】
　前記第１のアクセサリ側接点面はカメラとの結合に伴う信号の変化をカメラが検出する
ための接点面であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のカメラ。
【請求項７】
　カメラに設けられたカメラ側マウントに対して取り外し可能に結合されるアクセサリ側
マウントを有するカメラアクセサリであって、
　光学部材を移動させるためのアクチュエータを備え、
　前記アクセサリ側マウントは、アクセサリ側バヨネット爪を有し、該アクセサリ側バヨ
ネット爪が前記カメラ側マウントに設けられた複数のカメラ側バヨネット爪の間に挿入さ
れた第１の状態から前記カメラ側マウントと相対回転されることにより、前記アクセサリ
側バヨネット爪と前記カメラ側バヨネット爪とが係合して前記カメラ側マウントとの結合
を完了する第２の状態となり、
　前記アクセサリ側マウントに設けられたアクセサリ側接点保持部は、前記アクセサリ側
およびカメラ側マウントの相対回転方向に配置された第１、第２、第３のアクセサリ側接
点面を保持し、
　前記第２の状態において、前記第１、第２、第３のアクセサリ側接点面と前記第１、第
２、第３のカメラ側接点ピンとがそれぞれ接触することで該カメラアクセサリと前記カメ
ラとが電気的に接続されるようになっており、
　前記第１の状態から前記第２の状態に移行する際に、前記第１のアクセサリ側接点面が
前記第３のカメラ側接点ピン、前記第２のカメラ側接点ピンに接触するとともに、前記第
２のアクセサリ側接点面が前記第３のカメラ側接点ピンに接触するように、前記第１、第
２、第３のアクセサリ側接点面が配され、
　前記第１のアクセサリ側接点面はカメラとの結合を検出するための接点面であり、前記
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第２のアクセサリ側接点面は結合されたカメラからの通信電力の供給を受ける接点面であ
り、前記第３のアクセサリ側接点面は結合されたカメラから前記アクチュエータの駆動力
の供給を受ける接点面であることを特徴とするカメラアクセサリ。
【請求項８】
　前記アクセサリ側マウントには、前記第３のアクセサリ側接点面を挟んで前記第２のア
クセサリ側接点面と反対側に第４のアクセサリ側接点面を配し、当該第４のアクセサリ側
接点面は前記第３のアクセサリ側接点面と対応して接地するピンであることを特徴とする
請求項７に記載のカメラアクセサリ。
【請求項９】
　前記第３のアクセサリ側接点面を挟んで前記第２のアクセサリ側接点面と反対側に第５
のアクセサリ側接点面を配するとともに、前記第５のアクセサリ側接点面を挟んで前記第
３のアクセサリ側接点面と反対側に第６のアクセサリ側接点面を配し、当該第５のアクセ
サリ側接点面は結合されたカメラとの通信に対応する面であり、前記第６のアクセサリ側
接点面は前記第２のアクセサリ側接点面と対応して接地する接点面であることを特徴とす
る請求項７または８に記載のカメラアクセサリ。
【請求項１０】
　前記第６のアクセサリ側接点面を挟んで前記第５のアクセサリ側接点面と反対側に第７
のアクセサリ側接点面があり、当該第７のアクセサリ側接点面は結合されたカメラアクセ
サリの種別のカメラの判断に対応する接点面であることを特徴とする請求項９に記載のカ
メラアクセサリ。
【請求項１１】
　前記カメラ側マウントに設けられたカメラ側接点保持部は、前記相対回転方向に配置さ
れた第１、第２、第３のカメラ側接点ピンを突出引込み方向に移動可能に保持することを
特徴とする請求項７乃至１０のいずれか１項に記載のカメラアクセサリ。
【請求項１２】
　前記第１のアクセサリ側接点面はカメラとの結合に伴う信号の変化をカメラが検出する
ための接点面であることを特徴とする請求項７乃至１１のいずれか１項に記載のカメラア
クセサリ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラおよび該カメラに交換可能に装着される交換レンズ等のカメラアクセ
サリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラアクセサリ（以下、単にアクセサリという）は、カメラに装着された状態で、該
カメラから電源の供給を受けたり、該カメラとの間で命令やデータ等の通信を行ったりす
る。このような電源供給や通信を可能とするために、カメラとアクセサリの装着部（マウ
ント）には、互いに接触することで電気的に接続される接点が複数設けられる。また、カ
メラとアクセサリの装着（結合）は、それらのマウントを相対回転させて、それぞれに設
けられたバヨネット爪を係合させるバヨネット結合方式が採用される場合が多い。
【０００３】
　特許文献１には、バヨネット結合方式で装着されるマウントをそれぞれ有するカメラと
交換レンズが開示されている。カメラと交換レンズのマウントの相対回転後の結合完了状
態にて、カメラ側マウントに設けられた複数のカメラ側接点ピンとレンズ側マウントに設
けられた複数のレンズ側接点ピン（接点面）とが互いに接触する。カメラ側接点ピンおよ
びレンズ側接点ピンはそれぞれ、マウントに設けられた接点座により保持されている。カ
メラ側の接点座には、カメラ側接点ピンを保持するための孔部が形成されており、該孔部
に挿入されたカメラ側接点ピンと孔部の底面（プリント配線板）との間には、該カメラ側
接点ピンを孔部から突出する方向に付勢するばねが配置されている。一方、レンズ側の接
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点座には、レンズ側接点ピンが固定されている。
【０００４】
　最近では、カメラの軽量化を目的として、マウントをモールドにより成形することが行
われている。このようにモールド成形されたマウントを、以下、モールドマウントと称す
る。また、カメラの薄型化を目的として、カメラ側電気接点ピンを突出方向に付勢する接
点ばねを、板ばねにより構成する場合がある。
【０００５】
　さらにカメラ側およびレンズ側接点ピンには、カメラからアクセサリに対してアクセサ
リ内のアクチュエータを駆動するための電源を供給するための電源供給用接点ピンや、該
アクセサリを制御するための信号をやり取りするための制御用接点ピンが含まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭６２－１９５６３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のようにマウント（特に、モールドマウント）に接点ピンを設けたカメラおよびア
クセサリには、以下のような問題がある。
【０００８】
　図１９には、アクセサリとしての交換レンズ４０２を装着したカメラ４０１を地面４０
５に落下させたときの様子を示している。カメラ４０１を落下させると、より重量が大き
い交換レンズ４０２の先端がまず地面４０５に衝突する可能性が高い。この場合、カメラ
４０１と交換レンズ４０２とを結合しているマウントの最下部に、該マウントを引き剥が
そうとする最大の外力が発生する。このため、カメラ側およびレンズ側マウントの最下部
を含む位相にバヨネット爪の係合部分を配置するとともに、カメラ側およびレンズ側マウ
ントをそれぞれカメラ本体および交換レンズ本体に取り付けるための締結ビスによる取り
付け部を配置することが望ましい。
【０００９】
　しかしながら、マウントの周方向における締結ビスと同じ位置にカメラ側接点ピンを設
け、これを突出方向に付勢する接点ばねとして板ばねを用いると、締結ビスを避けるよう
に板ばねを配置しなければならないために、接点ピン間のピッチを広げる必要が生ずる。
これにより、マウントにおける接点ピンの占有角度範囲が増加して、カメラの小型化を妨
げる。
【００１０】
　一方、カメラには、シャッタ等を駆動するためのアクチュエータとしてのモータが備え
られており、該モータが発生するノイズが、レンズ側のアクセサリの制御に影響して該ア
クセサリの誤動作を起こす可能性がある。
【００１１】
　さらに、カメラに設けられた電源回路から電源供給用接点ピンまではフレキシブル基板
等によって配線がなされるが、この配線の長さが長いと、配線抵抗による損失が増加する
おそれがある。
【００１２】
　本発明は、マウントにおける接点の占有角度範囲が小さく、小型化が可能なカメラおよ
びカメラアクセサリを提供する。また、本発明は、電源供給に関して配線抵抗による損失
が少なく、かつノイズにも強いカメラおよびカメラアクセサリを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一側面としてのカメラは、アクチュエータを有するカメラアクセサリに設けら
れたアクセサリ側マウントが取り外し可能に結合されるカメラ側マウントを有し当該結合
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されたカメラアクセサリと通信可能なカメラであって、前記カメラ側マウントは、複数の
カメラ側バヨネット爪を有し、該複数のカメラ側バヨネット爪の間に前記アクセサリ側マ
ウントに設けられたアクセサリ側バヨネット爪が挿入された第１の状態から前記アクセサ
リ側マウントと相対回転されることにより、前記カメラ側バヨネット爪と前記アクセサリ
側バヨネット爪とが係合して前記アクセサリ側マウントとの結合を完了する第２の状態と
なり、前記アクセサリ側マウントに設けられたアクセサリ側接点保持部は、前記アクセサ
リ側およびカメラ側マウントの相対回転方向に配置された第１、第２、第３のアクセサリ
側接点面を保持し、前記カメラ側マウントに設けられたカメラ側接点保持部は、前記相対
回転方向に配置された第１、第２、第３のカメラ側接点ピンを突出引込み方向に移動可能
に保持し、前記第２の状態において、前記第１、第２、第３のカメラ側接点ピンと前記第
１、第２、第３のアクセサリ側接点面とがそれぞれ接触することで該カメラと前記カメラ
アクセサリとが電気的に接続されるようになっており、前記第１の状態から前記第２の状
態に移行する際に、前記第３のカメラ側接点ピンが前記第１のアクセサリ側接点面、前記
第２のアクセサリ側接点面に接触し、前記第２のカメラ側接点ピンが前記第１のアクセサ
リ側接点面に接触し、さらに、前記第１のカメラ側接点ピンが前記第２、第３のアクセサ
リ側接点面に接触しないよう前記第１、第２、第３のカメラ側接点ピンが配され、前記第
１のカメラ側接点ピンはカメラアクセサリの結合に伴う信号変化の検出に対応するピンで
あり、前記第２のカメラ側接点ピンは結合されたカメラアクセサリとの通信電力の供給に
対応するピンであり、前記第３のカメラ側接点ピンは前記カメラアクセサリが有するアク
チュエータへの駆動力の供給に対応するピンであることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の他の一側面としてのカメラアクセサリは、カメラに設けられたカメラ側
マウントに対して取り外し可能に結合されるアクセサリ側マウントを有するカメラアクセ
サリであって、光学部材を移動させるためのアクチュエータを備え、前記アクセサリ側マ
ウントは、アクセサリ側バヨネット爪を有し、該アクセサリ側バヨネット爪が前記カメラ
側マウントに設けられた複数のカメラ側バヨネット爪の間に挿入された第１の状態から前
記カメラ側マウントと相対回転されることにより、前記アクセサリ側バヨネット爪と前記
カメラ側バヨネット爪とが係合して前記カメラ側マウントとの結合を完了する第２の状態
となり、前記アクセサリ側マウントに設けられたアクセサリ側接点保持部は、前記アクセ
サリ側およびカメラ側マウントの相対回転方向に配置された第１、第２、第３のアクセサ
リ側接点面を保持し、前記カメラ側マウントに設けられたカメラ側接点保持部は、前記相
対回転方向に配置された第１、第２、第３のカメラ側接点ピンを突出引込み方向に移動可
能に保持し、前記第２の状態において、前記第１、第２、第３のアクセサリ側接点面と前
記第１、第２、第３のカメラ側接点ピンとがそれぞれ接触することで該カメラアクセサリ
と前記カメラとが電気的に接続されるようになっており、前記第１の状態から前記第２の
状態に移行する際に、前記第１のアクセサリ側接点面が前記第３のカメラ側接点ピン、前
記第２のカメラ側接点ピンに接触するとともに、前記第２のアクセサリ側接点面が前記第
３のカメラ側接点ピンに接触するように、前記第１、第２、第３のアクセサリ側接点面が
配され、前記第１のアクセサリ側接点面はカメラとの結合に伴う信号変化のカメラの検出
に対応する接点面であり、前記第２のアクセサリ側接点面は結合されたカメラからの通信
電力の供給を受ける接点面であり、前記第３のアクセサリ側接点面は結合されたカメラか
ら前記アクチュエータの駆動力の供給を受ける接点面であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、複数のカメラ側接点ピンを、カメラ側接点保持部のうち正姿勢での最
下位置を除いた位置に配置したので、板ばねにおける複数のカメラ側接点ピンのそれぞれ
を付勢する部分のピッチを小さくすることができる。このため、複数のカメラ側接点ピン
の占有角度範囲を小さくすることができ、カメラを小型化することができる。また、これ
に準じて、カメラアクセサリに設けられる複数のアクセサリ側接点面も配置されるので、
カメラアクセサリも小型化することができる。
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【００１６】
　また、本発明では、カメラ側およびアクセサリ側の電源供給用接点（接点ピンまたは接
点面）をカメラの電源回路の側に配置し、さらにマウント中心よりも電源回路の側に配置
される接点数を、カメラ側アクチュエータの側に配置される接点数よりも多くしている。
これにより、電源供給における配線抵抗による損失が少なく、かつノイズに強いカメラお
よびカメラアクセサリを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施例１である交換レンズとこれが装着されるカメラの電気的構成を示
すブロック図。
【図２】実施例１の交換レンズと上記カメラとに設けられたマウントおよびコネクタの構
成を示す図。
【図３】上記コネクタの拡大図。
【図４】上記コネクタの断面図。
【図５】実施例１の交換レンズと上記カメラとに設けられたマウントの結合過程における
上記コネクタの接触の様子を示す図。
【図６】図５中の（４）～（８）の拡大図。
【図７】実施例１におけるレンズ側接点パターンを示す図。
【図８】実施例１における結合完了状態でのカメラ側接点ピンを示す図。
【図９】実施例１におけるマウントの中間回転状態でのカメラ側接点ピンを示す図。
【図１０】実施例１の変形例におけるカメラ側接点ピンを示す図。
【図１１】本発明の実施例２におけるレンズ側接点パターンおよびカメラ側接点ピンを示
す図。
【図１２】実施例１の別の変形例におけるカメラ側接点ピンを示す図。
【図１３】実施例１における第１および第２の交換レンズのレンズ種類判定部とカメラマ
イコンとの接続を示すブロック図。
【図１４】実施例１における電圧変換部の構成を示すブロック図。
【図１５】実施例１におけるカメラマイコンの入出力タイミングの例を示すタイミングチ
ャート。
【図１６】実施列１のカメラであって、モールドマウントを用いたカメラの構成を示す正
面図。
【図１７】図１６に示したカメラの構成を示す背面図。
【図１８】図１６に示したカメラにおけるマウントの分解斜視図。
【図１９】カメラが落下したときに外力が作用する様子を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１９】
　図１（Ａ）には、本発明の実施例１であるカメラアクセサリとしての交換レンズ１００
と、該交換レンズ１００が取り外し可能に装着されたカメラ１０とにより構成されたカメ
ラシステムを示している。カメラ１０と交換レンズ１００はそれぞれ、カメラ１０から交
換レンズ１００に電源を供給したり相互に通信したりするための電気的接点を備えたマウ
ント１を有する。なお、本実施例ではカメラに装着可能なカメラアクセサリとして交換レ
ンズについて説明するが、交換レンズ以外のカメラアクセサリも本発明の他の実施例とし
て含まれる。
【００２０】
　カメラ１０は、交換レンズ１００内の撮影レンズ１０１により形成された光学像として
の被写体像を光電変換して電気信号を出力するイメージセンサ（撮像素子）１１を有する
。また、カメラ１０は、イメージセンサ１１から出力されたアナログ電気信号をデジタル
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信号に変換するＡ／Ｄ変換部１２と、該デジタル信号に対する各種画像処理を行って映像
信号を生成する画像処理部１３とを有する。画像処理部１３にて生成された映像信号（静
止画像や動画像）は、表示部１４に表示されたり、記録媒体１５に記録されたりする。
【００２１】
　さらに、カメラ１０は、映像信号に対する処理を行う際のバッファとしての機能を果た
すとともに、後述するカメラ制御部１８が用いる動作プログラムを格納するメモリ１６を
有する。また、カメラ１０は、電源のオン／オフを行うための電源スイッチ、映像信号の
記録を開始させる撮影スイッチおよび各種メニューの設定を行うための選択／設定スイッ
チ等を含む操作入力部１７を有する。カメラ制御部１８は、マイクロコンピュータを含み
、操作入力部１７からの信号に応じて画像処理部１３を制御したり、交換レンズ１００と
の通信を制御したりする。
【００２２】
　一方、交換レンズ１００は、撮影レンズ１０１に含まれる不図示のフォーカスレンズ、
ズームレンズ、絞りおよび防振レンズなどの光学部材を移動または動作させるアクチュエ
ータを駆動するレンズ駆動部１０２を有する。さらに、交換レンズ１００は、カメラ制御
部１８から通信によって受け取った制御信号に応じてレンズ駆動部１０２を制御するマイ
クロコンピュータを含むレンズ制御部１０３を有する。
【００２３】
　図１（Ｂ）には、カメラ１０（カメラ制御部１８）と交換レンズ１００（レンズ制御部
１０３）との電気的接続を行うためにマウント１に設けられた端子を示している。
【００２４】
　ＬＣＬＫ端子（１－１）は、カメラ１０から交換レンズ１００に出力される通信クロッ
ク信号用の端子である。ＤＣＬ端子（１－２）は、カメラ１０から交換レンズ１００に出
力される通信データ用の端子である。ＤＬＣ端子（１－３）は、交換レンズ１００からカ
メラ１０に出力される通信データ用の端子である。
【００２５】
　ＭＩＦ端子（１－４）は、カメラ１０に交換レンズ１００が装着されたことを検出する
ための端子である。カメラ制御部１８内のマイクロコンピュータ（以下、カメラマイコン
という）２０は、ＭＩＦ端子の電圧の変化に伴って、信号が変化して、交換レンズ１００
がカメラ１０に装着されたことを検出する。
【００２６】
　ＤＴＥＦ端子（１－５）は、カメラ１０に装着された交換レンズ１００の種類を検出す
るための端子である。カメラマイコン２０は、ＤＴＥＦ端子の電圧信号に基づいて、カメ
ラ１０に装着された交換レンズ１００の種類を検出する。すなわち、ＤＴＥＦ端子は、装
着された交換レンズ１００の種別をカメラマイコン２０が判断するために利用される端子
である。
【００２７】
　ＶＢＡＴ端子（１－６）は、カメラ１０から交換レンズ１００に、通信制御を除く各種
動作に用いられる駆動力としての駆動用電源（ＶＭ）を供給するための端子である。ＶＤ
Ｄ端子（１－７）は、カメラ１０から交換レンズ１００に、通信制御に用いられる通信電
力としての通信制御用電源（ＶＤＤ）を供給する端子である。通信電力は、ＶＤＤ端子の
電圧によりカメラ１０から交換レンズ１００に供給する。ＤＧＮＤ端子（１－８）は、カ
メラ１０と交換レンズ１００の通信制御系をグランドに接続する端子である。つまり、接
地（ＧＮＤ）端子である。ここでの接地（ＧＮＤ）は、電池などの電源の負極側と同レベ
ルにすることである。ＰＧＮＤ端子（１－９）は、カメラ１０と交換レンズ１００に設け
られたモータ等を含むメカニカル駆動系をグランドに接続するための端子である。つまり
、接地（ＧＮＤ）端子である。
【００２８】
　以下、カメラ１０がＤＴＥＦ端子の電圧に基づいて識別する交換レンズ１００の種類に
、第１の交換レンズと、該第１の交換レンズとは通信電圧が異なる第２の交換レンズとが
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ある場合について説明する。通信電圧については後述する。
【００２９】
　カメラ制御部１８内に設けられたカメラ電源部２１は、カメラ１０に搭載された不図示
のバッテリから供給されたバッテリ電圧を各回路の動作に必要な電圧に変換する。この際
、電源部２１は、電圧Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，ＶＭを生成する。
【００３０】
　電圧Ｖ１は、第１および第２の交換レンズの通信制御用電源（ＶＤＤ）としての電圧で
あるとともに、第１の交換レンズの通信電圧である。電圧Ｖ２は、第２の交換レンズの通
信電圧である。Ｖ３はカメラマイコン２０の動作用電源としての電圧である。ＶＭは前述
したように第１および第２の交換レンズの駆動用電源としての電圧である。なお、Ｖ１と
Ｖ２は互いに異なる電圧であるが、Ｖ１とＶ３又はＶＭが同じ電圧であってもよいし、Ｖ
２とＶ３又はＶＭが同じ電圧であってもよい。
【００３１】
　例えば、交換レンズがカメラマウントに装着された状態で、カメラが動作状態になると
、カメラマイコン２０は、ＣＮＴ＿ＶＤＤ信号により、電源スイッチ２２がオンされる。
そうすると、カメラ１０から交換レンズ１００へ通信制御用電源（ＶＤＤ）を供給するこ
とを開始する。カメラがオフ状態になると、マイコン２０により、電源スイッチ２２がオ
フされ、カメラ１０から交換レンズ１００への通信制御用電源（ＶＤＤ）の供給を停止す
る。
【００３２】
　カメラが動作状態となり、カメラ１０から交換レンズ１００へのＶＤＤが供給されてい
るとき、カメラ１０と交換レンズ１００との間で、通信が行われる。カメラマイコン２０
は、例えばフォーカス制御指示や絞り制御指示などカメラ動作に応じて、交換レンズ１０
２のレンズ駆動部１０２の駆動を、レンズマイコン２１１へ通信により指示を行う。この
とき、レンズ駆動部１０２を駆動させる指示に対応する信号の送信の前に、カメラマイコ
ン２０は、ＣＮＴ＿ＶＢＡＴ信号により、電源スイッチ２３をオンにする。そうすると、
カメラ１０は、駆動用電源（ＶＭ）を交換レンズ１００へ供給する。レンズ駆動部１０２
の駆動が終了すると、当該終了に対応する情報を交換レンズ１０２からカメラマイコン２
０は受信する。そして、カメラマイコン２０は、ＣＮＴ＿ＶＢＡＴ信号により、電源スイ
ッチ２３をオフにする。これにより、駆動用電源（ＶＭ）の供給を停止する。
【００３３】
　レンズ制御部１０３内の通信制御用電源（ＶＤＤ）と駆動用電源（ＶＭ）のそれぞれの
ラインには、レンズ制御の動作の安定化や静電気による電気素子の破損防止などのために
、コンデンサＣ１、Ｃ２が接続されている。
【００３４】
　電源スイッチ２２がオンされると、カメラマイコン２０は、カメラ１０から交換レンズ
１００へのＶＤＤとＶＭの供給を開始する。電源スイッチ２２がオフされると、カメラマ
イコン２０は、カメラ１０から交換レンズ１００へのＶＤＤとＶＭの供給を停止する。
【００３５】
　カメラマイコン２０は、電圧変換部２３を介して交換レンズ１００との通信を行う。カ
メラマイコン２０は、通信用クロック信号を出力するＬＣＬＫ＿ＯＵＴ端子と、交換レン
ズ１００への通信データを出力するＤＣＬ＿ＯＵＴ端子と、交換レンズ１００からの通信
データの入力を受けるＤＬＣ＿ＩＮ端子とを有する。また、カメラマイコン２０は、交換
レンズ１００の装着を検出するためのＭＩＦ＿ＩＮ端子と、交換レンズ１００の種類を識
別するためのＤＴＥＦ＿ＩＮ端子と、電圧変換部２３への通信電圧切り替え信号を出力す
るＣＮＴ＿Ｖ＿ＯＵＴ端子とを有する。さらに、カメラマイコン２０は、電源スイッチ２
２の通電信号を出力するＣＮＴ＿ＶＤＤ＿ＯＵＴ端子と、画像処理部１３との接続端子と
、操作入力部１７との接続端子とを有する。電圧変換部２３の動作については後述する。
【００３６】
　レンズ電源部２１４は、カメラ１０から交換レンズ１００に供給されたＶＤＤ（Ｖ４）
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を電圧Ｖ５に変換する。レンズ制御部１０３内のマイクロコンピュータ（以下、レンズマ
イコンという）２１１は、上述した電圧変換部２３を介してカメラマイコン２０と通信を
行う。レンズマイコン２１１は、通信用クロック信号の入力を受けるＬＣＬＫ＿ＩＮ端子
と、カメラ１０への通信データを出力するＤＬＣ＿ＯＵＴ端子と、カメラ１０からの通信
データの入力を受けるＤＣＬ＿ＩＮ端子と、レンズ駆動部１０２との接続端子とを有する
。
【００３７】
　交換レンズ１００のカメラ１０への装着検出について説明する。カメラマイコン２０の
ＭＩＦ＿ＩＮ端子は、抵抗Ｒ２（１００ＫΩ）によって電源にプルアップされているので
、レンズ未装着時にはＨ（Ｈｉｇｈ）となる。しかし、ＭＩＦ＿ＩＮ端子は、交換レンズ
（第１および第２の交換レンズ）１００が装着されると交換レンズ１００においてＧＮＤ
に接続されるため、交換レンズ１００の種類にかかわらず交換レンズ１００が装着された
時点でＬ（Ｌｏｗ）となる。このＭＩＦ端子は、電圧信号の変化の検出を利用して交換レ
ンズ１００の装着を検出ための端子である。
【００３８】
　レンズ種類判定部２１３の構成例を、図１３を用いて説明する。レンズ種類判定部２１
３は、マウント１に設けられたＤＴＥＦ端子とＧＮＤとの間に設けられた抵抗ＲＬにより
構成される。抵抗ＲＬの抵抗値は、交換レンズの種類に応じた値を予め設定しておく。例
えば、図１３（Ａ）に示す第１の交換レンズに設けられた抵抗ＲＬでは０Ωとし、図１３
（Ｂ）に示す第２の交換レンズに設けられた抵抗ＲＬでは３００ＫΩとする。
【００３９】
　カメラ１０では、マウント１のＤＴＥＦ端子とカメラマイコン２０の動作用電源の電圧
（Ｖ３）との間に抵抗Ｒ１（例えば１００ＫΩとする）が接続され、さらにＤＴＥＦ端子
がカメラマイコン２０のＤＴＥＦ＿ＩＮ端子に接続される。カメラマイコン２０のＤＴＥ
Ｆ＿ＩＮ端子は、ＡＤ変換機能（ここでは１０ＢｉｔのＡＤ変換機能とする）を備えてい
る。
【００４０】
　カメラマイコン２０による交換レンズの種類判定の動作について説明する。カメラマイ
コン２０は、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子に入力される電圧値に応じて、装着された交換レンズの
種類判定を行う。具体的には、カメラマイコン２０は、入力された電圧値をＡＤ変換し、
そのＡＤ変換値とカメラマイコン２０が予め有するレンズ種類判定基準とを比較すること
でレンズ種類判定を行う。
【００４１】
　例えば、第１の交換レンズが装着された場合は、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子に入力される電圧
のＡＤ変換値は、Ｒ１の１００ＫΩとＲＬの０Ωとの抵抗比ＲＬ／（Ｒ１＋ＲＬ）で、お
よそ「０ｘ００００」と決まる。このため、カメラマイコン２０は、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子
のＡＤ変換値が第１のレンズ種類判定基準である「０ｘ００００～０ｘ００７Ｆ」の範囲
内にあることを検出して、装着された交換レンズが第１の交換レンズであると判定する。
一方、第２の交換レンズが装着された場合は、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子に入力される電圧のＡ
Ｄ変換値はＲ１の１００ＫΩとＲＬの３００ＫΩとの抵抗比ＲＬ／（Ｒ１＋ＲＬ）で、お
よそ「０ｘ０２ＦＦ」と決まる。このため、カメラマイコン２０は、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子
のＡＤ変換値が第２のレンズ種類判定基準である「０ｘ０２８０～０ｘ０３７Ｆ」の範囲
内にあることを検出して、装着された交換レンズが第２の交換レンズであると判定する。
【００４２】
　なお、上記説明では、第１の交換レンズにおける抵抗ＲＬの抵抗値を０Ωとしたが、０
Ωの抵抗を用いずに、直接ＧＮＤに接続する形態を採用してもよい。
【００４３】
　電圧変換部２３の構成例を図１４に示す。電圧セレクタ５１は、ＶＩＮ１端子とＶＩＮ
２端子に入力された２つの電圧からＳＥＬ端子の論理に応じて、いずれか一方の電圧をＯ
ＵＴ端子に出力する機能を有する。具体的には、ＳＥＬ端子がＬのときはＶＩＮ１端子の
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電圧を出力し、ＳＥＬ端子がＨのときはＶＩＮ２端子の電圧を出力する。ＶＩＮ１端子に
はＶ１が、ＶＩＮ２端子にはＶ２が、ＳＥＬ端子にはカメラマイコン２０のＣＮＴ＿Ｖ＿
ＯＵＴ端子がそれぞれ接続されている。ＯＵＴ端子の出力を、以下、ＶＳという。
【００４４】
　レベルシフタ５２，５３，５４は、ＳＩＮ端子に入力された信号をＶＩＮ端子の電圧か
らＶＯＵＴ端子の電圧に変換して、ＳＯＵＴ端子から出力する機能を有する。
【００４５】
　レベルシフタ５２のＳＩＮ端子にはカメラマイコン２０のＬＣＬＫ＿ＯＵＴ端子が接続
され、ＳＯＵＴ端子がマウント１のＬＣＬＫ端子に接続される。また、ＶＩＮ端子にはカ
メラマイコン２０の動作用電源電圧と同じＶ３が接続され、ＶＯＵＴ端子には電圧セレク
タ５１から出力されたＶＳが接続される。レベルシフタ５３のＳＩＮ端子には、カメラマ
イコン２０のＤＣＬ＿ＯＵＴ端子が接続され、ＳＯＵＴ端子がマウント１のＤＣＬ端子に
接続され、ＶＩＮ端子がカメラマイコン２０の動作用電源電圧と同じＶ３が接続される。
ＶＯＵＴ端子には、電圧セレクタ５１から出力されたＶＳが接続される。レベルシフタ５
４のＳＩＮ端子にはマウント１のＤＬＣ端子が接続され、ＳＯＵＴ端子にはカメラマイコ
ンのＤＬＣ＿ＩＮ端子が接続され、ＶＩＮ端子には電圧セレクタ５１から出力されたＶＳ

が接続される。また、ＶＯＵＴ端子には、カメラマイコン２０の動作用電源電圧と同じＶ
３が接続される。このように、電圧セレクタ５１から出力されるＶＳ（つまりはＶ１又は
Ｖ２）が、カメラ１０と交換レンズ１００間での通信電圧となる。
【００４６】
　電圧変換部２３での電圧切替動作について説明する。カメラマイコン２０は、表１に示
す論理表に従って、ＣＮＴ＿Ｖ＿ＯＵＴ端子を制御する。
【００４７】
【表１】

【００４８】
　前述したように、カメラマイコン２０は、装着された交換レンズ１００の種類を、ＤＴ
ＥＦ＿ＩＮ端子に入力される電圧値（ＡＤ変換値）に基づいて判定する。そして、該交換
レンズの種類の判定結果に応じて、ＣＮＴ＿Ｖ＿ＯＵＴ端子から出力される論理を制御す
る。具体的には、カメラマイコン２０がＤＴＥＦ＿ＩＮ端子の電圧値から、装着された交
換レンズ１００が第１の交換レンズであると判定した場合は、カメラマイコン２０は、Ｃ
ＮＴ＿Ｖ＿ＯＵＴ端子からＨを出力して通信電圧をＶ１に制御する。また、カメラマイコ
ン２０がＤＴＥＦ＿ＩＮ端子の電圧値から、装着された交換レンズ１００が第２の交換レ
ンズであると判定した場合は、カメラマイコン２０は、ＣＮＴ＿Ｖ＿ＯＵＴ端子からＬを
出力して通信電圧をＶ２に制御する。
【００４９】
　ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子の電圧値（ＡＤ変換値）として上述した第１および第２のレンズ種
類判定基準外の範囲の電圧値を検出した場合は、カメラマイコン２０は、カメラ１０が対
応していない交換レンズである「非対応レンズ」が装着されたものと判定する。または、
レンズ種類判定が正常に行えないとして該判定を留保（Ｒｅｓｅｒｖｅｄ）する。これら
の場合は、カメラマイコン２０は、交換レンズ１００との通信を行わない。
【００５０】
　図１５には、カメラマイコン２０のＭＩＦ＿ＩＮ端子、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子、ＣＮＴ＿
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Ｖ＿ＯＵＴ端子、ＣＮＴ＿ＶＤＤ＿ＯＵＴ端子およびマウント１のＬＣＬＫ端子の入出力
タイミングの例を示している。図１５（Ａ）は第１の交換レンズが装着された場合を、同
図（Ｂ）は第２の交換レンズが装着された場合をそれぞれ示している。ｔ０はレンズ装着
中におけるＤＴＥＦ＿ＩＮ端子への電圧入力時を、ｔ１はレンズ装着中におけるＭＩＦ＿
ＩＮ端子への電圧入力時を示している。さらに、ｔ２はカメラ起動（電源ＯＮ）時を、ｔ
３はレンズ種類判定と通信電圧設定時を、ｔ４は装着された交換レンズ１００に対する通
電と通信の開始時を示している。なお、ｔ０とｔ１は同時であってもよい。ここで、ＤＴ
ＥＦ＿ＩＮ端子とＭＩＦ＿ＩＮ端子への電圧入力タイミングは上述したｔ０とｔ１である
が、カメラマイコン２０での読み込みのタイミングは、ＭＩＦ＿ＩＮ端子がＬになった後
にＤＴＥＦ＿ＩＮ端子の電圧値を読み込むという順番になっている。
【００５１】
　第１および第２の交換レンズのいずれが装着された場合でも、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子への
電圧入力の後（又はこれと同時）に、ＭＩＦ＿ＩＮ端子に電圧が入力される（ｔ０，ｔ１
）。そして、カメラ起動がなされると（ｔ２）、レンズ種類判定とその判定結果に応じた
通信電圧の設定が行われ（ｔ３）、その後、交換レンズ１００に対する通電および通信が
開始される（ｔ４）。カメラ起動が行われた後に、交換レンズがカメラに装着される場合
もあるが、この場合も、ｔ０，ｔ１とｔ２の順序は逆になるが、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子への
電圧入力後（又はこれと同時）にＭＩＦ＿ＩＮ端子に電圧が入力される。
【００５２】
　このようなレンズ装着時の動作（又は制御）を行う場合、交換レンズ１００が第１およ
び第２の交換レンズのいずれかにかかわらず、またカメラ起動のタイミングにかかわらず
、マウント１にてＤＴＥＦ端子がＭＩＦ端子より早く（又は同時に）接続される必要があ
る。これは以下の理由による。上述したように、カメラマイコン２０は、ＭＩＦ＿ＩＮ端
子がＬになったらＤＴＥＦ＿ＩＮ端子の電圧値を読み込む。ここで、ＭＩＦ＿ＩＮ端子が
ＬになったにもかかわらずＤＴＥＦ端子が接続されていないと、上述のように非対応レン
ズの判定となり、カメラマイコン２０は、交換レンズ１００との通信を行わない。そのた
め、交換レンズ１００の種類を判別して適切な通信電圧で交換レンズ１００との通信を行
うためには、ＭＩＦ＿ＩＮ端子がＬになった時点でＤＴＥＦ端子が確実に接続される必要
がある。
【００５３】
　＜マウント端子の並び順について＞
　ここで、本実施例のポイントであるマウント端子の並び順について、図１（Ｃ）を用い
てさらに説明する。
【００５４】
　まず、ＭＩＦ端子が一番端、図１（Ｃ）の紙面に向かって、ＶＤＤ端子やＶＢＡＴ端子
よりも上にある理由について説明する。
【００５５】
　仮にＭＩＦ端子がこの位置にないと仮定する。交換レンズ装着しようと回転させていく
過程（図１（Ｃ）で図示した装着方向に、カメラ１０に対して交換レンズ１００が相対的
に（回転）移動する過程）を説明する。これは、後述する第１の状態から後述する第２の
状態へ移行する過程である。この場合、交換レンズ１００側のＭＩＦ端子より装着方向と
反対方向（図１（Ｃ）の紙面に向かって下側）にある端子と接触することになる。その接
触する端子が、ＶＤＤやＶＭの端子であるならば、カメラ１０のＭＩＦ端子が、その接触
によりＬＯＷ側に移行する。これは、交換レンズ１００のＶＤＤもしくはＶＭのラインに
接続されているコンデンサ容量に貯められている電荷によるものである。
【００５６】
　つまり前述のように、ＭＩＦ＿ＩＮ端子がＬＯＷ状態になったとき、ＤＴＥＦ端子が確
実に接続される必要があるところ、このＬＯＷ状態に移行ことにより、カメラ１０は、交
換レンズ１００に対して通信制御用電源（ＶＤＤ）の供給を始めてしまうおそれがある。
これは、無用の電力を消費するばかりか、異なった通信電圧で通信を始めるため、交換レ
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ンズ１００の電気回路にダメージを与える可能性も懸念されかねない。さらに、通信エラ
ーも起こり、カメラのラッチアップや誤表示などのおそれもある。
【００５７】
　この点、ＭＩＦ端子より端の端子を通信制御用電源（ＶＤＤ）や駆動用電源（ＶＭ）な
どコンデンサ容量のついてない端子にしたとしても、端子や配線がある限り、寄生容量が
あるため、ＭＩＦ端子が一瞬ＬＯＷに引かれる可能性を少なくすることができる程度であ
る。
【００５８】
　よって、ＭＩＦ端子が一番端、図１（Ｃ）の紙面に向かって、ＶＤＤ端子やＶＢＡＴ端
子よりも上に設けている。
【００５９】
　次にＶＤＤ端子、ＶＭ端子を第２、第３のカメラ側接点、および第２、第３のカメラア
クセサリ接点にする理由を述べる。
【００６０】
　ＶＤＤ端子、ＶＭ端子は、通信制御用電源（ＶＤＤ）や駆動用電源（ＶＭ）の供給の端
子であり、双方とも電源の供給にかかる端子である。一般に、こうした電源端子は、通過
する電流が比較的大きな電流値となる。一方で、接続される端子の接触インピーダンスが
高いと電圧降下が大きくなる。したがって、交換レンズ１００にとっては、電圧降下が大
きい場合、電気回路の動作許容電圧範囲を下回り、誤動作する可能性が出てくる。
【００６１】
　さらに、交換レンズ式のカメラに於いては、その交換レンズの交換回数が多くなれば多
くなるほど、カメラ側の接点が交換レンズの接点ピンとこすれる回数が増え、接点が摩耗
し、接触インピーダンスが上がってくることが予想される。カメラ側の端子は、後述する
ように接点ピンで構成され、端の方にあればあるほど、こすれる回数は減る（図３（Ｃ）
参照）。つまり、第１のカメラ側のＭＩＦ端子は、１回の交換レンズ装着において、第１
のカメラアクセサリ接点であるアクセサリ側のＭＩＦ端子と接触するが、他の端子と接触
しない。第２のカメラ側接点であるＶＤＤ端子は、１回の交換レンズ装着操作／装着処理
において、第１、第２のカメラアクセサリ接点であるアクセサリ側のＭＩＦ端子、ＶＤＤ
端子とこすれることとなる。第３のカメラ側接点であるＶＭ端子は、第１、第２、第３の
カメラアクセサリ接点であるアクセサリ側のＭＩＦ端子、ＶＤＤ端子、ＶＭ端子と１回の
交換レンズ装着操作／装着処理においてこすれます。つまり、電源を供給するカメラ側の
接点は、なるべく端の方に配置した方が、接点の信頼性という観点、交換レンズの交換耐
久回数において有利といえる。よって、ＶＤＤ端子、ＶＭ端子を第２、第３のカメラ側接
点、および第２、第３のカメラアクセサリ接点とする。
【００６２】
　さらに、第２と第３の順番をなぜこの順番にしたのかという理由は、交換レンズの脱着
の際の状況を考慮したことにある。すなわち、交換レンズカメラシステムでは、ユーザー
が、すばやく交換レンズを交換することがある。そのため、電源がＯＮされている状態な
ど、場合によっては、レンズ駆動部１０２が動作している際に交換レンズの脱着がなされ
得るおそれがある。もし、第２の接点をＶＭに第３の接点をＶＤＤにしたと仮定すると、
第２のカメラアクセサリ接点ＶＭと第３のカメラ側接点ＶＤＤが交換レンズ脱着の過程で
接触し、電気的接続がなされ得るおそれがある。第２のカメラアクセサリ接点ＶＭの方は
、レンズ駆動部１０２の動作がすぐに止められていない可能性があり、レンズ駆動部が動
作していないときに比べて大きな電流を流しているときがある。第３のカメラ側接点ＶＤ
Ｄの方は、ＶＭほどの大きな電流を流す必要がなく、ＶＤＤ端子と接続される回路は、比
較的に大きな電流が流れると回路が損傷を受けるおそれ、想定外の電流を流さないために
設定してある電流ヒューズが切れるおそれがある。
【００６３】
　したがって、本実施例では、第２の接点をＶＤＤに第３の接点をＶＭとしている。これ
によれば、仮にレンズ駆動部１０２が動作している際に交換レンズの脱着がなされ得る場
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合があっても、第３のカメラ側接点ＶＤＤに流れる電流は、カメラ側接点ＶＤＤが流す想
定の電流よりも充分に小さくすることができる。交換レンズ脱着の過程で接続される端子
は、第２のカメラアクセサリ接点であるＶＤＤと第３のカメラ側接点ＶＭとなり、ＶＤＤ
に流す電流は、ＶＭのレンズ駆動部１０２の駆動にかかる電流に対応して考えられる電流
よりも少ないためである。
【００６４】
　また交換レンズ脱着の過程で、第３のカメラアクセサリ接点ＶＭは、第４のカメラ側接
点ＰＧＮＤに接続され。これは、交換レンズの脱着の際、レンズ駆動部１０２の動作がす
ぐに止められていない可能性があっても、供給する電源がなくなってしまうため、レンズ
駆動部はただ停止するため問題ない。
【００６５】
　よって、本実施例では、ＶＤＤ端子を第２のカメラ側接点で、第２のカメラアクセサリ
接点とし、ＶＭ端子を第３のカメラ側接点で、第３のカメラアクセサリ接点とにする。
【００６６】
　さらに、ＶＭとＰＧＮＤの間には前述のように大電流が流れるので、電流ループによる
磁界の発生を最小限にするためには、ループ面積を小さくするため隣り合ったピンにする
ことが適している。よって、本実施例では、ＰＧＮＤ端子を第４のカメラ側接点で、第４
のカメラアクセサリ接点としている。
【００６７】
　通信を行う信号ピンであるＤＣＬ端子、ＤＬＣ端子、ＬＣＬＫ端子は、外来からのノイ
ズがあると通信信号にノイズがのり通信エラーや誤動作の原因となるため、なるべくグラ
ンド信号に保護される配置する。よって、本実施例では、ＤＣＬ、ＤＬＣ、ＬＣＬＫを第
５の接点とし、ＤＧＮＤを第６の接点とし、第５の接点を第４と第６のグランド信号によ
り挟み込んでノイズを抑える。
【００６８】
　次に、マウント１におけるカメラ側の端子を構成するカメラ側接点ピンを含むカメラ側
コネクタの構成と、マウント１におけるレンズ側の端子を構成するレンズ側接点パターン
（アクセサリ側接点面）を含むレンズ側コネクタの構成について説明する。
【００６９】
　図２（Ａ）には光軸方向前方（被写体側）から見たカメラ側マウント２０１を示すとと
もに、図３（Ａ）には該カメラ側マウント２０１に設けられたカメラ側コネクタ（カメラ
側接点座２０２およびカメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９）を拡大して示している
。図２（Ｂ）には光軸方向後方（像面側）から見たレンズ側マウント３０１を示すととも
に、図３（Ｂ）には該レンズ側マウント３０１に設けられたレンズ側コネクタ（レンズ側
接点座３０２およびレンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９）を拡大して示してい
る。また、図４には、結合完了状態でのカメラ側コネクタとレンズ側コネクタの断面を示
している。
【００７０】
　カメラ側マウント２０１は、不図示のカメラ本体（シャーシ）の前端部に固定されてい
る。カメラ側マウント２０１は、その外周側の前端に所定のフランジバックを確保するた
めのリング状のマウント基準面２０１ｂを有する。そして、該マウント基準面２０１ｂよ
り内側における周方向（以下、マウント周方向という）の３箇所にカメラ側バヨネット爪
２０１ａを有する。また、カメラ側マウント２０１には、レンズ側マウント３０１との相
対回転方向での位置決めを行うためのロックピン２０５が、マウント基準面２０１ｂに対
して突出および引込み可能に設けられている。
【００７１】
　レンズ側マウント（アクセサリ側マウント）３０１は、不図示の交換レンズの後端部に
固定されている。レンズ側マウント３０１は、その外周側の後端に光軸方向での基準面で
あるマウント基準面３０１ｂを有し、該マウント基準面３０１ｂより内側における周方向
（マウント周方向）の３箇所にレンズ側バヨネット爪（アクセサリ側バヨネット爪）３０
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１ａを有する。また、レンズ側マウント３０１には、カメラ側マウント２０１のロックピ
ン２０５が挿入されるロック孔部３０１ｃがマウント基準面３０１ｂにて開口するように
形成されている。ロック孔部３０１ｃは、マウント周方向（相対回転方向）ではロックピ
ン２０５に対してほとんどガタなく係合する内径を有し、レンズ側マウント３０１の径方
向（以下、マウント径方向という）ではロックピン２０５の外径よりある程度大きい内径
を有する長孔である。これは、レンズ装着時（相対回転時）におけるロックピン２０５の
ロック穴部３０１ｃに対するスムーズな挿入を可能とするためである。
【００７２】
　カメラ側マウント２０１におけるバヨネット爪２０１ａよりも内側の領域の一部には、
マウント周方向に配置された８つのカメラ側接点ピン２０２ａ１，２０２ａ２，・・・，
２０２ａ９を保持するカメラ側接点座（カメラ側接点保持部）２０２が形成されている。
図４に示すように、カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９はそれぞれ、カメラ側接点
座２０２に形成されたピン保持孔部内に前方に突出したり後方に引込んだりすることが可
能（突出引込み方向に移動可能）に挿入されている。各ピン保持孔部の底面には、フレキ
シブルプリント配線板２０６が配置されている。そして、フレキシブルプリント配線板２
０６と各カメラ側接点ピンのフランジ部との間には、カメラ側接点ピンをカメラ側接点座
２０２から前方に突出する方向に付勢する接点ばね（２０２ｂ１，２０２ｂ２，・・・，
２０２ｂ９）が配置されている。
【００７３】
　カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９は、この順で、図１（Ｂ）にて説明したＤＴ
ＥＦ端子，ＤＧＮＤ端子、ＬＣＬＫ端子、ＤＬＣ端子、ＤＣＬ端子、ＰＧＮＤ端子、ＶＢ
ＡＴ端子、ＶＤＤ端子およびＭＩＦ端子に接続されている。
【００７４】
　以上のカメラ側接点座２０２、カメラ側接点ピン２０２ａｎ（ｎ＝１～９であり、以下
の説明でも同じである）、接点ばね２０２ｂｎおよびフレキシブルプリント配線板２０６
によってカメラ側コネクタが構成される。
【００７５】
　レンズ側マウント３０１におけるバヨネット爪３０１ａより内側の領域の一部には、マ
ウント周方向に配置された８つの矩形のレンズ側接点パターン３０２ａ１，３０２ａ２，
…，３０２ａ９を保持するレンズ側接点座（アクセサリ側接点保持部）３０２が形成され
ている。なお、レンズ側接点パターンの形状は、矩形以外の形状、例えば円形であっても
よい。
【００７６】
　レンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９は、フレキシブルプリント配線板３０６
を介して、図１に示したＬ＿ＣＰＵ１５１に接続されている。レンズ側接点座３０２にお
けるレンズ側接点パターン３０２ａ１，３０２ａ２，・・・，３０２ａ９を保持する部分
（以下、パターン保持部分という）に隣接する部分には、該パターン保持部分よりも前方
に引っ込んだ凹部３０２ｚが形成されている。また、パターン保持部分と凹部３０２ｚと
の間には斜面３０２ｗが形成されている。なお、以下の説明において、レンズ側接点座３
０２におけるレンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９を保持する部分とレンズ側接
点パターン３０２ａ１～３０２ａ９を合わせてレンズ側接点座３０２という。
【００７７】
　レンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９は、この順で、ＤＴＥＦ端子，ＤＧＮＤ
端子、ＬＣＬＫ端子、ＤＬＣ端子、ＤＣＬ端子、ＰＧＮＤ端子、ＶＢＡＴ端子、ＶＤＤ端
子およびＭＩＦ端子に接続されたカメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９に対応する。
【００７８】
　以上のレンズ側接点座３０２（凹部３０２ｚおよび斜面３０２ｗを含む）、レンズ側接
点パターン３０２ａｎ（ｎ＝１～９であり、以下の説明でも同じである）およびフレキシ
ブルプリント配線板３０６によりレンズ側コネクタが形成される。
【００７９】
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　カメラ側接点ピン２０２ａｎとレンズ側接点パターン３０２ａｎは、カメラと交換レン
ズの結合完了状態において互いに対となる位置（接触する位置）に配置されている。レン
ズ装着時には、レンズ側接点座３０２（前述のようにレンズ側接点パターン３０２ａｎを
含む）がカメラ側接点ピン２０２ａｎに接触することで、カメラ側接点ピン２０２ａｎは
接点ばね２０２ｂｎをチャージしながらカメラ側接点座２０２に対して押し込まれる。こ
れにより、カメラ側接点ピン２０２ａｎは、これと対をなすレンズ側接点パターン３０２
ａｎに対して圧接し、カメラと交換レンズとの電気的接続が行われる。
【００８０】
　図５の（１）～（８）には、レンズ装着時においてレンズ側コネクタがカメラ側コネク
タに接続される過程を示している。なお、図５の右側には、（１）～（８）に示す状態で
の前述したロックピン２０５とロック孔部３０１ｃとの関係も示している。
【００８１】
　図５の（１）は、各レンズ側バヨネット爪３０１ａが２つのカメラ側バヨネット爪２０
１ａの間に挿入される手前までレンズ側マウント３０１がカメラ側マウント２０１に対し
て光軸方向において近づけられた状態を示している。以下、この図５（１）に示す状態を
、マウント当接前状態という。図５の（２）は、レンズ側バヨネット爪３０１ａがカメラ
側バヨネット爪２０１ａの間に挿入され、レンズ側マウント３０１（マウント基準面３０
１ｂ）がカメラ側マウント２０１（マウント基準面２０１ｂ）に光軸方向にて当接した状
態を示している。以下、この（２）に示す状態を、マウント当接状態（第１の状態）とい
う。
【００８２】
　図５の（３）～（７）は、マウント当接状態から、レンズ側マウント３０１がカメラ側
マウント２０１に対して結合完了状態（第２の状態）に向けて回転される途中の状態（相
対回転中：以下、中間回転状態という）を段階ごとに示している。図５の（８）は、レン
ズ側マウント３０１がカメラ側マウント２０１に対して結合完了状態まで回転された状態
を示している。
【００８３】
　（２）のマウント当接状態では、レンズ側接点座３０２のパターン保持部分（レンズ接
点パターン３０２ａ９又はその近傍の部分）がメラ側接点ピン２０２ａ１に当接する。こ
れにより、カメラ側接点ピン２０２ａ１は、（１）のマウント当接前状態に比べて、カメ
ラ側接点座２０２に対して押し込まれる。
【００８４】
　以下、複数（ｎ個）のカメラ側接点ピン２０２ａｎのうち、マウント当接状態において
レンズ側接点座３０２に当接するＤＴＥＦ端子用のカメラ側接点ピン２０２ａ１を第１の
カメラ側接点ピンともいう。また、第１のカメラ側接点ピン以外の、つまりはマウント当
接状態においてレンズ側接点座３０２に当接しないカメラ側接点ピン２０２ａ２～２０２
ａ９を第２のカメラ側接点ピンともいう。このうちＭＩＦ端子用のカメラ側接点ピン２０
２ａ９は、特定の第２のカメラ側接点ピンである。
【００８５】
　マウント当接状態では、ロックピン２０５はロック孔部３０１ｃから離れた位置にてレ
ンズ側マウント３０１のマウント基準面３０１ｂによって押し込まれている。このため、
その後のレンズ側マウント３０１のカメラ側マウント２０１に対する回転が許容される。
【００８６】
　（２）のマウント当接状態から（３）～（７）の中間回転状態を経て（８）の結合完了
状態に至るまでに、レンズ側バヨネット爪３０１ａとカメラ側バヨネット爪２０１ａとの
係合が完了する。この間に、レンズ側接点座３０２は、カメラ側接点ピン２０２ａ１～２
０２ａ９に対して摺動しながら、第２のカメラ側接点ピン２０２ａ２～２０２ａ９もカメ
ラ側接点座２０２に対して押し込む。こうして、最終的に（８）の結合完了状態では、互
いに対をなすカメラ側接点ピン２０２ａｎとレンズ側接点パターン３０２ａｎとが接触（
圧接）する。
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【００８７】
　また、結合完了状態では、ロックピン２０５とロック孔部３０１ｃとのマウント周方向
での位置が一致するため、カメラ側マウント２０１のマウント基準面２０１ｂから突出し
たロックピン２０５が、レンズ側マウント３０１のロック孔部３０１ｃ内に挿入される。
これにより、不図示のロック解除機構によってロックピン２０５がロック孔部３０１ｃか
ら抜かれるまで、結合完了状態が保持される。
【００８８】
　ここで、図６を用いて、図５の（４）～（７）に示した中間回転状態においてカメラ側
接点ピン２０２ａｎとレンズ側接点パターン３０２ａｎとが接触していく流れについて説
明する。
【００８９】
　本実施例では、結合完了状態でのレンズ側接点パターン上におけるカメラ側接点ピンの
接触位置をピン接触位置という。レンズ側接点パターンのピッチは、隣り合う接点パター
ン上でのピン接触位置間の距離に相当する。
【００９０】
　また、レンズ側接点パターン３０２ａｎ上でのピン接触位置と当該レンズ側接点パター
ンａｎの図中左端（すなわち、レンズ側接点パターン３０２ａｎがカメラ側接点ピン２０
２ａｎに対して移動する方向での先端）との間の距離を、Ｌａｎ（Ｌａ１～Ｌａ９）とす
る。このとき、Ｌａ１～Ｌａ９は、
Ｌａ１＞Ｌａ２，Ｌａ３，Ｌａ４，Ｌａ５，Ｌａ６，Ｌａ８＞Ｌａ９＞Ｌａ７

なる関係を有するように設定されている。
【００９１】
　この関係は、例えば、レンズ側接点パターン３０２ａ１，３０２ａ９およびカメラ側接
点ピン２０２ａ１，２０２ａ９に着目して以下のように言い換えることができる。レンズ
側接点パターン３０２ａ１のうち中間回転状態でカメラ側接点ピン２０２ａ１との接触を
開始する部分の位置とレンズ側接点パターン３０２ａ９のうち中間回転状態でカメラ側接
点ピン２０２ａ９との接触を開始する部分の位置との間のマウント周方向での距離をＬＡ

とする。「接触を開始する部分」とは、例えば接点パターンが矩形である場合には該矩形
の辺を意味し、接点パターンが円形である場合には円弧の頂部を意味する。マウント周方
向での距離は、角度ということもできる。また、カメラ側接点ピン２０２ａ１，２０２ａ

９（の中心軸）間のマウント周方向での距離（角度）をＬＢとする。このとき、距離ＬＡ

は距離ＬＢより小さい（言い換えれば、距離ＬＢは距離ＬＡより大きい）。
【００９２】
　図５の（３）に示す状態からレンズ側マウント３０１が回転されると、図６（Ａ）に示
すように、まずカメラ側接点ピン（ＤＴＥＦ端子用ピン）２０２ａ１とレンズ側接点パタ
ーン（ＤＴＥＦ端子用パターン）３０２ａ１とが接触を開始する。このとき、Ｌａ１～Ｌ
ａ９（言い換えれば、ＬＡとＬＢ）が上記の関係を有するため、他のカメラ側接点ピン２
０２ａ２～２０２ａ９とレンズ側接点パターン３０２ａ２～３０２ａ９は接触していない
。
【００９３】
　図６（Ａ）の状態からさらにレンズ側マウント３０１が回転されると、図６（Ｂ）（図
５の（５））に示すように、カメラ側接点ピン２０２ａ２～２０２ａ６および２０２ａ８

とレンズ側接点パターン３０２ａ２～３０２ａ６および３０２ａ８とが同時に接触を開始
する。このとき、カメラ側接点ピン２０２ａ７，２０２ａ９とレンズ側接点パターン３０
２ａ７，３０２ａ９とは接触していない。
【００９４】
　図６（Ｂ）の状態からさらにレンズ側マウント３０１が回転されると、図６（Ｃ）（図
５の（６））に示すように、カメラ側接点ピン（ＭＩＦ端子用ピン）２０２ａ９とレンズ
側接点パターン（ＭＩＦ端子用パターン）３０２ａ９とが接触を開始する。このとき、
Ｌａ９＞Ｌａ７
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であるため、カメラ側接点ピン２０２ａ７とレンズ側接点パターン３０２ａ７とは接触し
ない。
【００９５】
　図６（Ｃ）の状態からさらにレンズ側マウント３０１が回転されると、図６（Ｄ）（図
５の（７））に示すように、カメラ側接点ピン（ＶＢＡＴ端子用ピン）２０２ａ７とレン
ズ側接点パターン（ＶＢＡＴ端子用パターン）３０２ａ７とが接触を開始する。
【００９６】
　そして、図６（Ｄ）の状態からさらにレンズ側マウント３０１が回転されると、図６（
Ｅ）（図５の（８））に示すように結合完了状態となる。
【００９７】
　以上説明したように、本実施例ではカメラ側接点ピンとレンズ側接点パターンとが接触
する順番は距離Ｌａｎが大きい順となり、ＤＴＥＦ端子を構成するカメラ側接点ピン２０
２ａ１とこれに対応するレンズ側接点パターン３０２ａ１とが最初に接触を開始する。
【００９８】
　なお、距離ＬＡと距離ＬＢとが同じであってもよい。この場合、ＤＴＥＦ端子用ピンと
ＤＴＥＦ端子用パターンが接触するタイミングをＭＩＦ端子用ピンとＭＩＦ端子用パター
ンが接触するタイミングに合わせるように、距離ＬＡを広げて距離ＬＢに合わせる。この
とき、レンズ側接点パターン３０２ａ１の周方向における幅を、カメラ側接点ピンと接触
を開始する部分と反対側の部分（図６における右方向）について拡大してもよい。ＬＡと
ＬＢとが同じ場合は、図５の（３）の状態からレンズ側マウント３０１が回転されると、
ＤＴＥＦ端子およびＭＩＦ端子用のカメラ側接点ピン２０２ａ１，２０２ａ９とそれに対
応するレンズ側接点パターン３０２ａ１，２０２ａ９とがそれぞれ同時に接触を開始する
。
【００９９】
　次に、第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１に関する問題およびその解決方法について説
明する。マウント当接前状態からマウント当接状態に至る際にレンズ側マウント３０１が
カメラ側マウント２０１に対して勢いよく当接すると、レンズ側接点座３０２が第１のカ
メラ側接点ピン２０２ａ１に対して強く衝突する。第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１は
、カメラ側接点座２０２のピン保持孔部内に移動可能に（つまり移動を許容する嵌合ガタ
を有して）挿入されている。したがって、上記衝突による衝撃によって、第１のカメラ側
接点ピン２０２ａ１が光軸方向にほぼ真っ直ぐに伸びる位置からピン保持孔部との間の嵌
合ガタ量に応じて傾いたり曲がる等して変形したりするおそれがある。この場合、結合完
了状態になっても、第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１とこれと対をなすレンズ側接点パ
ターン３０２ａ１とが正常に接触せず、カメラと交換レンズ間での通信エラーや、電源シ
ョートを引き起こす可能性がある。
【０１００】
　そこで本実施例では、レンズ側接点パターン３０２ａｎのマウント周方向の幅とマウン
ト径方向の高さ、レンズ側接点パターン３０２ａｎ間のピッチと間隔、カメラ側接点ピン
２０２ａｎ間のピッチおよびカメラ側接点ピン２０２ａｎの径を、以下のように設定して
いる。
【０１０１】
　《レンズ側接点パターン（アクセサリ側接点面）の幅と高さについて》
　第２のカメラ側接点ピン２０２ａ２～２０２ａ９のそれぞれと対をなす（以下、該ピン
「に対応する」ともいう）レンズ側接点パターン３０２ａ２～３０２ａ９を、以下、第２
のレンズ側接点パターン（第２のアクセサリ側接点面）という。ＭＩＦ端子用のレンズ側
接点パターン３０２ａ９は、特定の第２のアクセサリ側接点面に相当する。これらの第２
のレンズ側接点パターン３０２ａ２～３０２ａ９の幅は、図７（Ａ）および図８（Ａ）に
示すように、Ｌ１に設定されている。図７（Ａ）および図８（Ａ）では、第２のカメラ側
接点ピンを２０２ａｘで示し、互いに隣り合う第２のカメラ側接点ピンを２０２ａｘ，２
０２ａｘ＋１で示す。また、第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘに対応する第２のレンズ
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側接点パターンを３０２ａｘで示し、互いに隣り合う第２のレンズ側接点パターンを３０
２ａｘ，３０２ａｘ＋１で示す。
【０１０２】
　幅Ｌ１は、図８（Ａ）に示すように、光軸方向にほぼ真っ直ぐに伸びて変形していない
第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘが第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘに対して接
触する範囲Ｗの直径Ｖより所定余裕量だけ大きく設定されている。なお、第２のカメラ側
接点ピン２０２ａｘの先端は、レンズ装着／取り外し時におけるレンズ側接点パターンに
対する摺動が繰り返されることで摩耗する。このため、第２のカメラ側接点ピン２０２ａ

ｘが接触する範囲Ｗも、この摩耗を考慮して設定されている。Ｖは第２のカメラ側接点ピ
ン２０２ａｘの先端のうち第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘに対して接触する部分
の幅（直径）である。
【０１０３】
　また、第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘの高さは、図７（Ａ）に示すように、Ｌ
３に設定されている。
【０１０４】
　一方、ＤＴＥＦ端子用の第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１と対をなす（に対応する）
レンズ側接点パターン３０２ａ１を、以下、第１のレンズ側接点パターン（第１のアクセ
サリ側接点面）という。この第１のレンズ側接点パターン３０２ａ１の幅は、図７（Ｂ）
および図８（Ｂ）に示すように、Ｌ１より大きいＬ２に設定されている。図７（Ｂ）およ
び図８（Ｂ）では、第１のカメラ側接点ピンを２０２ａｙで示し、互いに隣り合う第１お
よび第２のカメラ側接点ピンを２０２ａｙ，２０２ａｙ＋１で示す。また、第１のカメラ
側接点ピン２０２ａｙに対応する第１のレンズ側接点パターンを３０２ａｙで示し、互い
に隣り合う第１および第２のレンズ側接点パターンを３０２ａｙ，３０２ａｙ＋１で示す
。
【０１０５】
　図８（Ｂ）には、光軸方向にほぼ真っ直ぐに伸びる本来の状態から傾いたり変形したり
して、その先端が変位した第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙを示している。幅Ｌ２は、
同図に示すように、この先端が変位した第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙが第１のレン
ズ側接点パターン３０２ａｙに対して接触し得る範囲（以下、接触想定範囲ともいう）Ｗ
Ｗの直径ＶＶよりも所定余裕量だけ大きく設定されている。接触想定範囲ＷＷは、設計上
想定した第１のカメラ側接点ピンの先端が変位し得る量に対応した範囲であり、例えば該
接触想定範囲ＷＷを超えて第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙの先端が変位した場合は故
障または異常と判定される範囲である。
【０１０６】
　なお、第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙの先端も、レンズ装着／取り外し時における
レンズ側接点パターンに対する摺動が繰り返されることで摩耗する。このため、第１のカ
メラ側接点ピン２０２ａｙが第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙに接触し得る範囲（
接触想定範囲）ＷＷも、この摩耗を考慮して設定されている。ＶＶは第１のカメラ側接点
ピン２０２ａｙの先端のうち第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙに対して接触する部
分の幅（直径）である。
【０１０７】
　また、第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙの高さは、図７（Ｂ）に示すように、第
２のレンズ側接点パターン３０２ａｘの高さと同じＬ３に設定されている。なお、本実施
例では、各レンズ側接点パターンの高さＬ３が幅Ｌ１，Ｌ２より大きい場合を示している
が、Ｌ３はＬ１又はＬ２と同じでもよいし、Ｌ１又はＬ２より小さくてもよい。
【０１０８】
　なお、図７（Ａ），（Ｂ）では、模式図としてレンズ側接点パターンの径方向および周
方向のほぼ中心にピン接触位置がくるように示されているが、ピン接触位置は径方向およ
び周方向の中心でなくてよい。本実施例では、図６（Ｅ）で示したように、各ピン接触位
置は、レンズ側接点パターンの径方向における中心からずれた位置にある。
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【０１０９】
　このように本実施例では、傾きや変形が生じ得る第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙに
対応する第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙの幅を、そのおそれがない第２のカメラ
側接点ピン２０２ａｘに対応する第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘの幅より大きく
設定している。これにより、レンズ側接点座３０２の当接（衝突）によって第１のカメラ
側接点ピン２０２ａｘ（２０２ａ１）に傾きや変形が生じても、これらと第１のレンズ側
接点パターン３０２ａｘ（３０２ａ１）との正常な接触（電気的接続）を確保することが
できる。したがって、カメラと交換レンズ間での通信エラーや、電源ショートの発生を回
避することができる。
【０１１０】
　図３（Ｂ）には、幅Ｌ１，Ｌ２を、レンズ側マウント３０１に円弧状に形成されたレン
ズ側接点座３０２上での角度範囲θＬ１，θＬ２として示している。
【０１１１】
　《レンズ側接点パターン間（アクセサリ側接点面間）のピッチと間隔およびカメラ側接
点ピン間のピッチについて》
　第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘ，３０２ａｘ＋１（３０２ａ２～３０２ａ９）
間のピッチと間隔はそれぞれ、図７（Ａ）および図８（Ａ）に示すように、Ｐ１とＱ１に
設定されている。ここにいうレンズ側接点パターンのピッチは、隣り合う接点パターン上
でのピン接触位置間の距離に相当する。また、レンズ側接点パターンの間隔は、マウント
周方向における１つのレンズ側接点パターンとこれに隣り合うレンズ側接点パターンとの
間（接点パターンが矩形である場合の辺の間）の距離である。このレンズ側接点パターン
の間隔は、該レンズ側接点パターンとカメラ側接点ピンとの接触において重要な意味を持
つ。また、第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘ，３０２ａｘ＋１のピッチＰ１に合わ
せて、第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘ，２０２ａｘ＋１間のピッチ（ピン中心軸間の
距離）もＰ１に設定されている。
【０１１２】
　ピッチＰ１と間隔Ｑ１は、第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘの第２のレンズ側接点パ
ターン３０２ａｘに対して接触する範囲（以下、接触範囲という）がＷであることを前提
として、さらに以下の条件をも満足するように決定される。
【０１１３】
　第１の条件として、図９（Ａ）に示すように、レンズ装着／取り外し時における交換レ
ンズの回転中に、１つの第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘが互いに隣り合う２つの第２
のレンズ側接点パターン３０２ａｘ，３０２ａｘ＋１に同時に接触しないこと。つまり、
間隔Ｑ１は、接触範囲Ｗの幅Ｖより大きく設定する（Ｑ１＞Ｖ）。
【０１１４】
　第２の条件として、１つの第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘ＋１が、互いに隣り
合う第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘ，２０２ａｘ＋１に同時に接触しないこと。
【０１１５】
　さらに第３の条件として、それぞれの第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘの位置誤
差によってこれらの間の距離が狭くなっても、上記第１および第２の条件を満足すること
。
【０１１６】
　第１から第３の条件を満足することで、隣り合う第２のレンズ側接点パターン３０２ａ

ｘ，３０２ａｘ＋１や隣り合う第２のカメラ側接点ピン２０２ａｘ，２０２ａｘ＋１が同
時に導通して電源ショート等の不具合が発生することを回避できる。
【０１１７】
　一方、第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙ（３０２ａ１）と第２のレンズ側接点パ
ターン３０２ａｙ＋１（３０２ａ２）間のピッチと間隔はそれぞれ、図７（Ｂ）および図
８（Ｂ）に示すように、Ｐ１とＱ１よりも大きいＰ２とＱ２に設定されている。第１およ
び第２のレンズ側接点パターン３０２ａｙ，３０２ａｙ＋１間のピッチＰ２に合わせて、
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第１および第２のカメラ側接点ピン２０２ａｙ，２０２ａｙ＋１間のピッチ（ピン中心軸
間の距離）もＰ２に設定されている。
【０１１８】
　ピッチＰ２と間隔Ｑ２の決定は、まず第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙの第１のレン
ズ側接点パターン３０２ａｙに対して接触し得る範囲（接触想定範囲）がＷより大きいＷ
Ｗとなることを前提とする。また、これに伴い第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙの
幅がＬ１より大きいＬ２になることも前提とする。そして、ピッチＰ２と間隔Ｑ２は、以
下の条件をも満足するように決定される。
【０１１９】
　第１の条件として、図９（Ｂ）に示すように、レンズ装着／取り外し時における交換レ
ンズの回転中に、第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙが互いに隣り合う第１および第２の
レンズ側接点パターン３０２ａｙ，３０２ａｙ＋１に同時に接触しないこと。つまり、間
隔Ｑ２は、接触想定範囲ＷＷの幅ＶＶより大きく設定する（Ｑ２＞ＶＶ）。なお、Ｐ２＞
ＶＶである。
【０１２０】
　図９（Ｃ）には、互いに隣り合う第１および第２のレンズ側接点パターン３０２ａｙ，
３０２ａｙ＋１間のピッチと間隔がＰ１，Ｑ１に設定された場合を示している。この場合
、第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙが、第１および第２のレンズ側接点パターン３０２
ａｙ，３０２ａｙ＋１に同時に接触してしまう。
【０１２１】
　上述したように、カメラ側接点ピン２０２ａ１は、レンズ側接点座３０２の当接（衝突
）により傾きや変形が生じ得る。ここで、第１のレンズ側接点パターン３０２ａ１である
ＤＴＥＦ端子用パターンとそれに隣接する第２のレンズ側接点パターンＤＧＮＤ端子用パ
ターン３０２ａ２にカメラ側接点ピン２０２ａ１が同時に接触すると、次のような不具合
が生じる。上述したように、カメラマイコン２０は、ＤＴＥＦ＿ＩＮ端子の電圧値に基づ
いて装着された交換レンズ１００の種類を判定する。もしＤＴＥＦ端子用パターンとＤＧ
ＮＤ端子用パターンにカメラ側接点ピン２０２ａ１が同時に接触すると、ＤＴＥＦ端子用
パターンとＤＧＮＤ端子用パターンとが導通した状態になり、カメラマイコン２０がレン
ズの種類を誤判定するおそれがある。カメラマイコン２０は、ここでの判定結果に基づい
て交換レンズ１００との通信電圧を設定するため、実際に装着された交換レンズと異なる
種類のレンズと判定すると、適切な通信電圧が設定されず、正しく通信を行うことができ
なくなる。そのため、本実施例では、カメラ側接点ピン２０２ａ１の傾きや変形を考慮し
て、第１のレンズ側接点パターン３０２ａ１と、それに隣接する第２のレンズ側パターン
３０２ａ２との間隔を広げている。
【０１２２】
　第２の条件として、１つの第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙ＋１が、互いに隣り
合う第１および第２のカメラ側接点ピン２０２ａｙ，２０２ａｙ＋１に同時に接触しない
こと。
【０１２３】
　そして、第３の条件として、第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙの位置誤差によっ
てこれらの間の距離が狭くなっても、上記第１および第２の条件を満足すること。
【０１２４】
　第１から第３の条件を満足することで、隣り合う第１および第２のレンズ側接点パター
ン３０２ａｙ，３０２ａｙ＋１や隣り合う第１および第２のカメラ側接点ピン２０２ａｙ

，２０２ａｙ＋１が同時に導通して電源ショート等の不具合が発生することを回避できる
。
【０１２５】
　図３（Ａ），（Ｂ）には、ピッチＰ１，Ｐ２を、カメラ側およびレンズ側マウント２０
１，３０１に円弧状に形成されたカメラ側およびレンズ側接点座２０２，３０２上での角
度範囲θＰ１，θＰ２として示している。また、図３（Ｂ）には、間隔Ｑ１，Ｑ２を、レ
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ンズ側マウント３０１に円弧状に形成されたレンズ側接点座３０２上での角度範囲θＱ１

，θＱ２として示している。
【０１２６】
　本来、バヨネット結合時の回転量を考慮すると、回転量が大きくならないように、カメ
ラ側接点ピン間のピッチは上記のような電源ショート等が起こらない範囲でできるだけ詰
めるのが好ましい。但し、第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１とそれに隣接する第２のカ
メラ側接点ピン２０２ａ２間のピッチについては、上述したように、レンズ側接点座３０
２の当接（衝突）によって第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１に傾きや変形が生じること
を考慮する必要がある。そのため、本実施例では、第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１と
それに隣接する第２のカメラ側接点ピン２０２ａ２間のピッチを、他の第２のカメラ側接
点ピン間のピッチより広げている。
【０１２７】
　なお、本実施例では、１つの第１のレンズ側接点パターンが設けられている場合につい
て説明しているが、第１のレンズ側接点パターンを第１のカメラ側接点ピンとともに複数
設けてもよい。この場合、図１０に示すように、第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙ

とこれに隣り合う他の第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙ＋１との間のピッチと間隔
もそれぞれ、Ｐ２とＱ２に設定するとよい。また、互いに隣り合う第１および第２のレン
ズ側接点パターンに対応する第１および第２のカメラ側接点ピン間のピッチもＰ２に設定
する。ただし、互いに隣り合う第１および第２のレンズ側接点パターン間のピッチと間隔
は、互いに隣り合う２つの第１のレンズ側接点パターン間のピッチと間隔と必ずしも同じ
でなくてもよい。つまり、前者のピッチと間隔をＰ２ａとＱ２ａとし、後者のピッチと間
隔をＰ２ｂとＱ２ｂとするとき、
Ｐ２ａ≠Ｐ２ｂ　（ただし、Ｐ１＜Ｐ２ａ）
Ｑ２ａ≠Ｑ２ｂ　（ただし、Ｑ１＜Ｑ２ａ）
であってもよい。この場合、互いに隣り合う第１のレンズ側接点パターン間のピッチと、
互いに隣り合う第１および第２のカメラ側接点ピン間のピッチはそれぞれ、Ｐ２ａとＰ２
ｂに設定される。
【０１２８】
　以上のように本実施例では、以下の条件（１）～（３）を満足する第１および第２のレ
ンズ側接点パターンと第１および第２のカメラ側接点ピンを用いている。なお、前述した
ように、Ｐ２，Ｑ２には、前述したＰ２ａ，Ｐ２ｂ，Ｑ２ａ，Ｑ２ｂを含む。
Ｌ１＜Ｌ２　（θＬ１＜θＬ２）　・・・（１）
Ｐ１＜Ｐ２　（θＰ１＜θＰ２）　・・・（２）
Ｑ１＜Ｑ２　（θＱ１＜θＱ２）　・・・（３）
　これにより、第１のカメラ側接点ピンにレンズ側接点座が強く当接することで第１のカ
メラ側接点ピンが傾いたり変形したりしても、該第１のカメラ側接点ピンとこれに接触す
べき第１のレンズ側接点パターンとの正常な接触（電気的接続）を確保することができる
。したがって、そのような正常な接触が行われないことによるカメラと交換レンズ間での
通信エラーの発生や、電源ショートによるカメラや交換レンズの不具合の発生を防止する
ことができる。
【０１２９】
　さらに、カメラに対する交換レンズの装着時における動作上（又は制御上）の条件とし
て、前述した距離ＬＡが距離ＬＢより小さい又は同じという第４の条件を満足することが
望ましい。すなわち、ＭＩＦ端子よりも早く又はこれと同時にＤＴＥＦ端子が接続される
ように幅Ｌ２，ピッチＰ２および間隔Ｑ２のうち少なくとも１つが設定されることが望ま
しい。
【０１３０】
　《カメラ側接点ピンの径について》
　前述したように、第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙ（２０２ａ１）は、マウント当接
状態にてレンズ側接点座３０２に強く衝突することで曲がる等、変形するおそれがある。
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このような変形は、図１２（Ａ），（Ｂ）に示すように、第１のカメラ側接点ピン２０２
ａｙの径φＤ２を第２のカメラ側接点ピン２０２ａｙ＋１（２０２ａ２～２０２ａ９）の
径φＤ１より大きくして第１のカメラ側接点ピン２０２ａ１の剛性を高めることで抑制で
きる。
【０１３１】
　つまり、第１のカメラ側接点ピンの径φＤ２と第２のカメラ側接点ピンの径φＤ１とを
、以下の条件（４）を満足するように設定してもよい。
φＤ１＜φＤ２　・・・（４）
　これにより、第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙの変形に起因する通信エラーや電源シ
ョートをより発生しにくくすることができる。
【０１３２】
　以上説明した条件（１）～（４）は、必ずしも全てが満足されなくてもよく、条件（１
），（２）および（４）のうち少なくとも１つが満足されればよい。条件（１），（２）
および（４）のうち少なくとも１つが満足されれば、傾いたり変形したりした第１のカメ
ラ側接点ピンと第１のレンズ側接点パターンとの正常な接触を確保することが可能である
。そして、条件（３）を満足すれば、上述した電源ショートの問題を回避できる。
【０１３３】
　しかも、前述した距離ＬＡが距離ＬＢより小さい（ＬＢがＬＡより大きい）又は同じで
あるという条件も満足されることで、カメラに装着された交換レンズの種類に対して適切
な通信電圧を該カメラと交換レンズ間の通信が開始される前に設定することができる。し
たがって、不適切な通信電圧の設定による通信エラーの発生を回避することができる。
【０１３４】
　《ピンの配置について》
　図１６、図１７および図１８には、モールドマウントを使用したカメラ側マウント２０
１の構成を示している。図１６はカメラ１０を正面から見たときのカメラ側マウント２０
１およびカメラ１０の内部構成を示している。図１７はカメラ１０を背面から見たときの
該カメラ１０の内部構成を示している。さらに、図１８には、カメラ側マウント２０１を
分解して示している。
【０１３５】
　図１６～図１８に示す構成は、基本的には図２～図４に示した構成と同様のものであり
、図２～図４に示した部材と共通する部材については、図２～図４と同符号を付して説明
に代える。ただし、図１６～図１８では、カメラ側マウント２０１において、特に、マウ
ント基準面２０１ｂとカメラ側バヨネット爪２０１ａ１～２０１ａ３（図２（Ａ）では２
０１ａで示した）を有するリング形状の部材をモールドマウント２０１Ａと称する。モー
ルドマウント２０１Ａは、ガラス繊維入りポリカーボネート等の樹脂によるモールド成形
により形成されている。
【０１３６】
　図１６～図１８では、カメラ側マウント２０１は、モールドマウント２０１Ａ、マウン
ト地板２０８、マウントばね２２２およびロックピン２０５等により構成した場合を示し
ている。
【０１３７】
　また、図１８には、図４に示したコイルばねとしての接点ばね２０２ｂ１～２０２ｂ９

に代えて用いられる、板ばねとしての接点ばね２２０を示している。さらに、図１８には
、カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９の基端部が、図４に示したフレキシブルプリ
ント配線板２０６に代えて用いられるフレキシブルプリント配線板２２１の９本の配線部
の先端に固定され、かつ電気的に接続されている場合を示している。
【０１３８】
　フレキシブルプリント配線板２２１と接点ばね２２０は、２本のビス２２３によってマ
ウント地板２０８の裏面に、この順で重なるように固定される。マウント地板２０８には
、前述したカメラ側接点座２０２が形成されている。
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【０１３９】
　フレキシブルプリント配線板２２１には、後述する最下位置の締結ビス２０４ａが貫通
する穴部２２１ｃが形成されている。そして、マウント周方向における穴部２２１ｃを挟
んだ両側には、第１の引き出し部２２１ａと第２の引き出し部２２１ｂとが設けられてい
る。第１の引き出し部２２１ａには、カメラ側接点ピン２０２ａ４～２０２ａ９用の６本
の配線部が設けられている。また、第２の引き出し部２２１ｂには、カメラ側接点ピン２
０２ａ１～２０２ａ３用の３本の配線部が設けられている。
【０１４０】
　接点ばね２２０は、カメラ側マウント２０１（マウント地板２０８）とカメラ本体２０
９との間に配置されて、その９本のばね腕部のそれぞれによってカメラ側接点ピン２０２
ａ１～２０２ａ９をカメラ側接点座２０２から突出する方向に付勢する。この接点ばね２
２０にも、最下位置の締結ビス２０４ａが貫通する穴部２２０ｃが形成されている。そし
て、マウント周方向における穴部２２０ｃを挟んだ両側に、カメラ側接点ピン２０２ａ４

～２０２ａ９用の６本のばね腕部と、カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ３用の３本
のばね腕部とが設けられている。
【０１４１】
　前述したように樹脂によるモールド成形により製作されたモールドマウント２０１Ａを
カメラ側マウント２０１に用いることで、金属製のマウントを用いる場合に比べて強度が
不足するおそれがある。図１９にて説明したカメラの落下時には、モールドマウント２０
１Ａに形成された３つのカメラ側バヨネット爪２０１ａ１～２０１ａ３のうち、モールド
マウント２０１Ａの最下位置を含む角度範囲に形成されたカメラ側バヨネット爪２０１ａ

２に最大の外力が作用する。
【０１４２】
　ここで、図１６に示すようなカメラ１０の横長の姿勢を、正姿勢（または横姿勢）とい
う。モールドマウント２０１Ａ（つまりはカメラ側マウント２０１）の最下位置は、モー
ルドマウント２０１Ａにおけるマウント周方向での位置のうち、カメラ１０が正姿勢にあ
るときにカメラ側マウント２０１の中心Ｏから真下に延ばした一点鎖線Ｂが通る位置であ
る。言い換えれば、モールドマウント２０１Ａにおけるマウント周方向での位置のうち、
カメラ１０が正姿勢にあるときに最も下になる位置が、モールドマウント２０１Ａの最下
位置である。また、同様に、カメラ側接点座２０２におけるマウント周方向での位置のう
ち、カメラ１０が正姿勢にあるときに最も下になる位置が、カメラ側接点座２０２の最下
位置である。
【０１４３】
　図１６から明らかなように、カメラ１０の正姿勢において、穴部２２０ｃが円形に設け
られるのに対し、シャッタ開口２２６ｂが長方形の形状をしている。したがって、シャッ
タ開口２２６ｂを通過する不要な光（レンズ装置の内部の反射光や、カメラ側接点座２０
２を設けることによる突起部など）がシャッタ開口２２６ｂを通過することを防止したい
。この点、カメラ側接点座２０２を、できるだけシャッタ開２２６ｂから離すことで、当
該不要な光のシャッタ開口２２６ｂを通過することを防止、軽減することができる。
【０１４４】
　２０４ａ～２０ｆは、モールドマウント２０１Ａを、図１８に示すカメラ本体２０９に
固定するための締結ビスであり、モールドマウント２０１Ａの周方向６箇所に均等間隔で
配置されている。これら６つの締結ビス２０４ａ～２０ｆのうち、締結ビス２０４ａは、
その中心がモールドマウント２０１Ａにおける最下位置に位置するように配置されている
。このように、カメラ側バヨネット爪２０１ａ２と締結ビス２０４ａとが、交換レンズ１
００が装着されたカメラ１０の落下時に最大の外力が作用する最下位置に配置されること
で、落下時の衝撃に対して十分な強度を確保することができる。
【０１４５】
　モールドマウント２０１Ａには、前述したロックピン２０５が貫通可能な穴部が形成さ
れており、この穴部を通してロックピン２０５がモールドマウント２０１Ａに対して突出
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したり引っ込んだりする。
【０１４６】
　また、カメラ１０の内部には、シャッタユニット２２６が配置されている。シャッタユ
ニット２２６は、カメラ側アクチュエータであるシャッタチャージモータ２２６ａの回転
動作によって閉状態にチャージされるシャッタ幕（図示せず）を有する。シャッタ幕は、
チャージが解放されることによってシャッタ開口２２６ｂに対して開方向に移動し、その
後、再び閉方向にチャージされながら移動することで、図１に示したイメージセンサ１１
の露光量を制御する。シャッタチャージモータ２２６ａは、シャッタ幕をチャージするた
めに回転動作する際にノイズを発生する。シャッタチャージモータ２２６ａは、図１６に
おいて、モールドマウント２０１Ａ（カメラ側マウント２０１）の中心Ｏよりも右側（一
方の側）に設けられている。
【０１４７】
　また、モールドマウント２０１Ａ（カメラ側マウント２０１）の中心Ｏよりも左側（他
方の側）には、電池２２７が配置されている。図１６に示す正面視において、モールドマ
ウント２０１Ａの左側の部分が電池２２７と重なっている。しかし、モールドマウント２
０１Ａの左側部分に設けられた２つの締結ビス２０４ｂ，２０４ｃを電池２２７との干渉
を避ける位置に配置している。このため、電池２２７をモールドマウント２０１Ａ（カメ
ラ側マウント２０１）の中心Ｏに近づけることができ、カメラ１０の小型化を図ることが
できる。
【０１４８】
　カメラ側接点座２０２には、図２（Ａ）および図３（Ａ）にも示したように、マウント
周方向にカメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９が配置されている。
【０１４９】
　図１８において、２２２はマウントばねであり、その周方向３箇所にはばね片部２２２
ａ１，２２２ａ２，２２２ａ３が設けられている。ばね片部２２２ａ１～２２２ａ３はそ
れぞれ、カメラ側バヨネット爪２０１ａ１～２０１ａ３に係合したレンズ側バヨネット爪
３０１ａ（図２（Ｂ）参照）をカメラ本体２０９側に引き込む。
【０１５０】
　カメラ側バヨネット爪２０１ａ１～２０１ａ３の裏側には、静圧受け部２０１ｄが設け
られている。静圧受け部２０１ｄは、カメラ本体２０９側とは反対側への所定値以上の荷
重がマウントばね２２２（ばね片部２２２ａ１～２２２ａ３）に作用したときにレンズ側
バヨネット爪３０１ａに当接し、マウントばね２２２を介さずに交換レンズを保持する機
能を有する。モールドマウント２０１Ａにおける最下位置を含む角度範囲に形成されたカ
メラ側バヨネット爪２０１ａ２において、静圧受け部２０３ｄは、最下位置に形成されて
いる。
【０１５１】
　このように構成されたカメラ側マウント２０１では、前述したように締結ビス２０４ａ
がモールドマウント２０１Ａの最下位置に配置されているため、接点ばね２２０は、この
締結ビス２０４ａを避けるように配置される。具体的には、カメラ側マウント２０１（マ
ウント地板２０８）とカメラ本体２０９との間におけるマウント周方向での締結ビス２０
４ａの両側から、接点ばね２２０の９本のばね腕部がカメラ側接点ピン２０２ａ１～２０
２ａ９に向かって延びるように配置される。
【０１５２】
　この場合において、接点ばね２２０の９本のばね腕部にて発生する付勢力を、カメラ側
接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９のレンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９との接
触を維持するのに十分で、かつ均一とすることが好ましい。しかも、カメラ側接点ピン２
０２ａ１～２０２ａ９（フレキシブルプリント配線板２２１）および接点ばね２２０を含
む接点ユニットをできるだけ小型に構成する必要がある。このためには、接点ばね２２０
の９本のばね腕部のそれぞれの幅、長さおよび変形量を同じにする必要がある。
【０１５３】
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　仮にカメラ側接点座２０２のうち締結ビス２０４ａの直上となる最下位置にカメラ側接
点ピンを設け、接点ばね２２０の９本のばね腕部の幅や長さを同じにすると、締結ビス２
０４ａの側方から該カメラ側接点ピンまで延びるばね腕部の傾きを大きくする必要がある
。この結果、接点ばね２２０の９本のばね腕部のピッチとともにカメラ側接点ピン２０２
ａ１～２０２ａ９のピッチを、前述した該ピッチに求められる条件を超えて広げなければ
ならなくなる。そして、これにより、マウント周方向においてカメラ側接点ピン２０２ａ

１～２０２ａ９が占める角度範囲（占有角度範囲）が増大する。
【０１５４】
　また、カメラ１０の落下時に最大荷重を受けるカメラ側マウント２０１の最下位置では
、仮に締結ビス２０４ａで強固に固定していたとしても、カメラ側接点座２０２における
最下位置に配置されたカメラ側接点ピンに最大の衝撃が加わる。このような衝撃によるカ
メラ側接点ピンの曲がりや折れ等の不具合を回避するためにも、カメラ側接点座２０２の
うち最下位置には、カメラ側接点ピンを設けない方がよい。
【０１５５】
　そこで、本実施例では、カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９を、カメラ側接点座
２０２におけるマウント周方向での位置のうち、カメラ１０が正姿勢にあるときの最下位
置を除いた位置に配置している。これにより、カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９

の占有角度範囲を小さくしつつ、カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９の十分かつ均
一な突出方向への付勢を可能とし、さらにカメラ落下時の耐衝撃性を向上させることがで
きる。
【０１５６】
　また、図１７において、２２４は回路基板であり、２２５は回路基板２２４上に設けら
れた電源回路ブロックである。また、図１７中に破線で示された２２６は、電池２２７の
端子と接続されるコネクタである。コネクタ２２６は、＋極２２６ａ、－極２２６ｂおよ
び情報端子２２６ｃを介して電池２２７と接続され、電源回路ブロック２２５に電源を供
給する。
【０１５７】
　回路基板２２４上において、２２４ａはフレキシブルプリント配線板２２１の第１の引
き出し部２２１ａに接続される第１のコネクタであり、２２４ｂはフレキシブルプリント
配線板２２１の第２の引き出し部２２１ｂに接続される第２のコネクタである。
【０１５８】
　カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９のうち電源供給用接点ピンであるＶＢＡＴ端
子用ピン２０２ａ７は、ＰＧＮＤ端子用ピン２０２ａ６とともにカメラ側マウント２０１
の中心Ｏよりも電源回路ブロック２２５の側（以下、電源回路側という）に配置されてい
る。つまり、大きな電流が流れるＶＢＡＴ端子用ピン２０２ａ７を、カメラ側マウント２
０１の中心Ｏよりもシャッタチャージモータ２２６ａの側（カメラ用アクチュエータ側：
以下、モータ側という）に配置する場合に比べて、電源回路ブロック２２５に近づけてい
る。これにより、電源回路ブロック２２５からＶＢＡＴ端子用ピン２０２ａ７に電源供給
用の電流が流れる際の回路基板２２４やフレキシブルプリント配線板２２１の配線抵抗に
よるロスが抑えられる。
【０１５９】
　また、フレキシブルプリント配線板２２１のうち６つのカメラ側接点ピン２０２ａ４～
２０２ａ９に接続された第１の引き出し部２２１ａが、カメラ側マウント２０１の中心Ｏ
よりも電源回路側に配置されている。一方、フレキシブルプリント配線板２２１のうち３
つのカメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ３に接続された第２の引き出し部２２１ｂが
、中心Ｏよりもモータ側に配置されている。つまり、中心Ｏよりも電源回路側に配置され
たカメラ側接点ピン２０２ａ４～２０２ａ９の数が、中心Ｏよりもモータ側に配置された
カメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ３の数よりも多い。これにより、カメラ１０と交
換レンズ１００との信号のやり取り等に関して、シャッタチャージモータ２２６ａからの
ノイズの影響を受けにくい構成を実現している。
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【０１６０】
　なお、図１６～図１８では、カメラ１０側の構成を示し、交換レンズ１００側の構成は
特に図示していない。しかし、正姿勢のカメラ１０に対して結合完了状態にある交換レン
ズ１００でのレンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ３の配置は、図１６～図１８を
用いて説明したカメラ１０が正姿勢にあるときのカメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ

３の配置に準ずる。
【０１６１】
　つまり、レンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９を、レンズ側接点座３０２にお
けるマウント周方向での位置のうち、カメラ１０が正姿勢にあるときに結合完了状態にて
最も下になる最下位置を除いた位置に配置している。
【０１６２】
　また結合完了状態において、レンズ側接点パターン３０２ａ１～３０２ａ９のうち電源
供給用接点面であるＶＢＡＴ端子用パターン３０２ａ７は、ＰＧＮＤ端子用パターン３０
２ａ６とともにレンズ側マウント３０１の中心よりカメラ１０の電源回路側に配置されて
いる。さらに、レンズ側マウント３０１の中心よりも電源回路側に配置されたレンズ側接
点パターン３０２ａ４～２０２ａ９の数が、該中心よりもモータ側に配置されたレンズ側
接点パターン３０２ａ１～３０２ａ３の数よりも多い。
【０１６３】
　以上のように、本実施例ではカメラ側接点ピン２０２ａ１～２０２ａ９とレンズ側接点
パターン３０２ａ１～３０２ａ９を接点座２０２，３０２のうちカメラ１０が正姿勢にあ
るとき（かつ完全結合状態にあるとき）に最下部となる位置を除いた位置に配置した。こ
のため、それぞれのマウントにおける接点ピン／接点パターンの占有角度範囲を小さくす
ることができる。このため、カメラ１０および交換レンズ１００を小型化することができ
る。また、本実施例では、カメラ側およびレンズ側の電源供給用の接点ピン２０２ａ７お
よび接点パターン３０２ａ７をカメラ１０の電源回路側に配置し、さらにマウントの中心
Ｏよりも電源回路側に配置される接点数を、モータ側に配置される接点数よりも多くした
。これにより、配線抵抗による損失が少なく、かつノイズにも強い構成を実現することが
できる。
【実施例２】
【０１６４】
　図１１（Ａ）～（Ｃ）には、上述した条件（２），（３）を満足するが、条件（１），
（４）を満足しない場合を本発明の実施例２として示している。本実施例では、互いに隣
り合う第１および第２のレンズ側接点パターン３０２ａｙ，３０２ａｙ＋１間のピッチＰ
２および間隔Ｐ２は、互いに隣り合う第２のレンズ側接点パターン３０２ａｘ，３０２ａ

ｘ＋１間のピッチＰ１および間隔Ｑ１より大きい。また、互いに隣り合う第１および第２
のカメラ側接点ピン２０２ａｙ，２０２ａｙ＋１間のピッチＰ２も、互いに隣り合う第２
のカメラ側接点ピン２０２ａｘ，２０２ａｘ＋１間のピッチＰ１より大きい。
【０１６５】
　しかし、第１のレンズ側接点パターン３０２ａｙの幅は、第２のレンズ側接点パターン
３０２ａｘ（３０２ａｙ＋１）の幅と同じＬ１である。ただし、ここでのＬ１は、実施例
１に示したＬ１よりも大きく、第１のカメラ側接点ピン２０２ａｙが第１のレンズ側接点
パターン３０２ａｙに接触し得る範囲（接触想定範囲）ＷＷよりも若干大きく設定されて
いる。
【０１６６】
　さらに、第１および第２のカメラ側接点ピン２０２ａｙ，２０２ａｙ＋１（２０２ａｘ

，２０２ａｘ＋１）の径はすべて同じφＤ１である。
【０１６７】
　この場合でも、傾いたり変形したりした第１のカメラ側接点ピンと第１のレンズ側接点
パターンとの正常な接触を確保することができ、カメラと交換レンズ間での通信エラーや
電源ショートの発生を防止することができる。
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【０１６８】
　また、実施例２以外でも、条件（２）を満足するが条件（１），（３），（４）を満足
しない場合でも、傾いたり変形したりした第１のカメラ側接点ピンと第１のレンズ側接点
パターンとの正常な接触を確保することができる。これにより、カメラと交換レンズ間で
の通信エラーの発生を防止することができる。
【０１６９】
　上記各実施例では、第１および第２のレンズ側接点パターンの高さをいずれもＬ３に設
定した場合について説明したが、これらを異ならせてもよい。
【０１７０】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
して種々の変形や変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１７１】
　カメラとの良好な電気的接続が可能な交換レンズ等のカメラアクセサリを提供できる。
【符号の説明】
【０１７２】
　２０１　カメラ側マウント
　２０１ａ　カメラ側バヨネット爪
　２０２　カメラ側接点座
　２０２ａｎ　カメラ側接点ピン
　３０１　レンズ側マウント
　３０１ａ　レンズ側バヨネット爪
　３０２　レンズ側接点座
　３０２ａｎ　レンズ側接点パターン

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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